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行動分析的カウンセリングの研究（I）

一student　apathy一

筑波大学心理学系 松原　達哉

Astudyofbehav1ora1ana1yt1ccounse1mg（I）　　studentapathy

Tatsuya　Matsubara（1伽肋〃2ψP8ツoんolo9ツ，び〃伽舳伽ψT∫〃”α，乃α柵肋305，∫ψα〃）

　　In　order　to　deve1op　a　method　of　helping　st血dents　recover　from　apathy　and　live　with　a　fee1ing　of　definite

destination　for　their　lives，the　effects　of　behavioral　ana1ytic　counseling　（BAC）were’ana1yzed　on　two　universi－

ty　students　suffering　from　apathy．The　procedure　consisted　of　ten　stages，in　which　each　counselee　was　asked

to1ist　on．a　card　al1he　had　to　do　in　the　very　near　future，and　then．make　a　plan　to　accomplish　each　thing　listed，

and，finaHy，eva1uate　his　own　behavior　every　month．BAC　tumed　out　to　be　an　effective　method　in　recovering

from　apathy　through：1．ana1ysis　of　one’s　own　behavior2．self・insight3．definite　and　accurate　destination4．

spontaneity5．discovery　of　individua1ity6．se吐study7．evaluation　of　behavior　and　motivation．

Key　words：behavioral　analytic　counseling　（BAC）、student　apathy，destination，self－insight，spontaneity，

mOtiVatiOn，eValuatiOn．

　　　　　　　　　聞　　題

　戦後，同胞数の減少，経済の繁栄，生活様式の機

械化，親の過保護的養育態度などにより，子どもの

性格形成も変化してきた．特に大学生のなかにも，

学習意欲のない，無気力・無目標・無関心なものが

増えてきた．笠原嘉（1977）は，高学歴青年をおそ

う特有の無気力をstudent　apathyと名づけ，多くの

症例を報告している．このような「やる気のなさ」

の現象は，ユ970年以降に大学生一般に薄くひろく見

られる．

　筆者自身も長年学生相談に関係してきて，学生の

なかで，生真面目で，平均以上に成績良く，いくつ

かのプライズまで手中にしてきた青年が，特別の理

由もなく，ある時点から専門の学業に関心を失い，

留年を重ねはじめる者に接した．しかし，学校生活

以外の生活圏では無気力でない選択的退却をしてい

る．性格上，完全主義，優劣勝敗への過敏さ，予想

される敗北場面から先廻り的退却，現実への直面を

回避する無気力学生である．また，student　apathy

までいかなくとも，失恋，試験の失敗，友人とのト

ラブル，クラブ活動での葛藤など些細な問題への解

決が不十分で，意欲や自信を喪失している学生もい

る．欲求不満耐性の欠如，・社会性の未成熟，創造性

の欠如などを感じる．

　人間は，本来野や山にいる動物の如く，たくまし

い生活力や問題解決能力をもっているのに，文明生

活に浸り，過保護に育てられたために，ひ弱な人間づ

無気力な人間，意欲のない人間が多くなってしまっ
た．

　そこで，こうした無意欲，無気力，無目標に陥っ

た学生に，意欲をもたせ，目標をみつけ，たくまし

く生きるように援助・助言する方法が望まれる．

　　　　　　　　　目　　的

　学習意欲を喪失したり，無気力，無目標になった

学生に，現在の白己の行動を細かく分析させ，自ら

目標を明確にして，意欲的，行動的に生活できるよ

うに援助する方法を研究することを目的とした．

　　　　　　　　　方　　法

　（1）個人面接

　最初に個人面接により，ラポートを作る．そして，

これから行う行動分析的カウンセリング
　（behaviOralana1yticco㎜seli㎎，　以下BAC法と

呼ぶ）について説明し，その方法や手続きについて

説明する．

　なお，この方法は，機械的にBAC法を実施する

のではなく，個人面接によるカウンセリングと併行

しながら行うのである．

　（2）BAC法
　現在の自已の行動を，細かく分析し，反省し，何
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る．例えば，読むべき参考書や文献の一覧を書くと

か，とるべき単位名などを書く．

　　第8段階：1ケ月毎に行動を評価する

　2大目標を中心に，行動分析日程図に基づいて計

画を実行する．それと並行して行動分析計画図の各

項目についても可能なものは無理しない程度に実行

に努力する．そして実行した後，1週間毎にどれだ

けできたかを評価する．できた場合は，（例えば，

レポートを完成，文献を読了など）行動分析細目計

画表に，薄いピンク色のマジックペンで，できたも

のを消していく．消しても文字は下に見える．行動

分析計画図のラベル全体をきれいに消す．なお，1

週間経過すれば（内容によっては1日経過しても），

更に自分がやるべきこと，やりたいことカデ増えてく

る．その場合は，新しいラベルに内容を書いて，行

動分析計画図に追加して張っておく．必要に応じ，

これを次々と行う．

　このように，毎週行動評価をし，1ケ月にどの程

度目標が達成できたか反省する．

　　第9段階：新行動分析計画図を作成する

　1ケ月毎に，新しい行動分析計画図を作成する．

この場合，1ケ月間で達成できなかった項目を再度

ラベルに書くと同時に，新しい項目を追加し，今ま

でと同様の手続きで計画図を作成する．行動分析日

程図や細目計画表はあまり変更する必要はない．

・　第10段階：長期的に行動を評価する

　1ケ月毎に，行動分析計画図を作成し，自己の行

動を反省し，6ケ月後，1年後にどれだけ目標が達

成できたか長期的に行動を評価する．なお，1ケ月

毎には行動に変化がなければ，多少長い期間をおい

て新行動分析計画図を作成してもよい．その点，弾

力的に評価する．

　また，評価は原則としてCOunSe1Orが行い，マジッ

クで消していく．さらに，1週間あるいは1ケ月間

に達成できたものに対しては，必ず賞讃をする．達

成できなかったものに対しては激励し，さらに，ど

のようにすれば達成可能かその方法や手続きなどに

ついて助言する．

　（5）被験者

　　大学2年生　男子　1名

　　大学4年生　女子　1名

　　　　　　　　　事例研究

事例1．主専攻に意欲喪失したstudent　apathy

　英語学専攻の大学2年生のA君は，中学高校とも

英語が好きで，成績が抜群に良好であった．自信が

あり，周囲の先生・友人・家族からも賞讃されるこ

とが多かった．また，勉強もよくした．辞書で毎日

語源を調べたり，類似語，反対語，英文法などを調

べるのが特に好きであった．将来は，英語学の研究

者になることを夢みていた．

　大学は，英語学科に希望に燃えて入学した11年

生の時は，高校の延長で，まじめに勉強し，講義に

もよく出席していた．1年の終りの春休みに，食堂

のアルバイトを約1か月行った．そ三には外国人の

客もたまに来るので，英語のできるA君は，マスター

から大切にされ，他のアルバイターより報酬もや・

多かった．それまで，英語学の勉強に興味をもって

いたが，英会話は，それほど上手な方ではなかった．

だが，外国人と英語で話すことに関心が深まり，ア

ルバイトも楽しかった．マスターから乞われるま・

に，残業も多くやった．マスターに連れられて外国

人の通うバーにも1回行き，すっかり驚いたり，楽

しくなった．新世界を経験し，人生観もや・変って

きた．

　そして，毎日辞書を中心に英語学の勉強をしてい

ることが，自分の人生とどのように関係があるのか

疑問に思えてきた．英語の語源を調べたり，英文法

の法則を調べたりすることが，自分の人生の役に立

つのかどうかわからなくなってきた．そして，大学

2年の6月頃から講義をさぼるようになった．今ま

で，まじめで，ほとんど欠席しなかったA君には

珍らしいことである．予習・復習も怠けるように

なった．そして，将来は，外交官になるか，国連や

ユネスコなど国際関係の仕事をやりたいと考えて，

毎日，テレビを見たり，週刊誌を読んだりしていた．

生活は不規則になり，昼と夜とが逆になり，朝方ね

て，午後起床するようになった．酒，煙草などをた

くさん飲むようになった．友人も少なくなり，ふと

んの中でゴロゴロ寝たり，起きたりしていた．部屋

は雑然となり，掃除，洗濯も怠りがちで，ウイスキー

のビンや新聞・週刊誌などで足の踏場もないほどで

あった．

　2年の1学期は，最低必要な試験だけはうけたが，

かなり試験を放棄し，単位を落とし，単位のとれた

ものも成績は悪かった．夏休みに入ってから，アル

バイトには，毎日欠かさず行っていた．しかし，勉

強を避け，解放感に満ちてアルバイトをしていた．

アルバイトの休みの日は，友人と朝まで飲酒にふけ

ることも多かった．なんとなく夏休みが過ぎてし

まった．

　2年2学期になったが，大学にはたまに出かける

程度になり，すっかり怠惰な人間になってしまった．

10月になり，将来のことが心配になってきた．そこ

で学生相談室を訪れた．
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［主訴］

　主訴は，主専攻の英語学に学習意欲を喪失したの

で，法学専攻に転学部したい，であった．将来は，

前述のような、国際関係の仕事がしたいと希望をのべ

た．しかし，自分の希望（理想）と現実の生活とは

かなりくい違った生活をしていた．

　そこで，十分A君の話を聞き，ついでこの行動

分析的カウンセリングの手法（BAC法）について

説明し，相談助言をした．

［A君の行動分析計画図］

　Fig．1がA君の行動分析計画図である．A君に

とって第1に大切なことは，単位をとって，大学に

在籍することである．単位不足で除籍になったら元

も子もなくなってしまう．グループ別の第1は，進

N　P N　P N　P N　P N　P
テストの勉強　　10080
　　　　　　｝をする　　　M；90

憲法の勉強を　　8080

する　　　　M；80

新聞を読む 65　55

M；60

早寝早起きを　　8070

をする　　　M；75

友だちと　　　　4040

　　　　　　｝言舌しあう　　M；40

レポートを

金部出す

10080　国際法の勉強　　8070
｝　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　90　　をする　　　　　75

英会話の　　　　5030
　　　　　　｝ラジオを聴く　　　40

朝食をとる　　　4080
　　　　　　・｝
　　　　　　60

先生や友人に　　2040
　　　　　　｝手紙を出す　　　　30

講推をさぼら　　60　80

ない　　　　　　　70

経済学の勉強　　字050

をする　　　　　60

テープライプラ

リーを活用する

6020　禁煙
40

8040　旅行する　　　　2020
｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
60　　　　　　　　　　　　20

英語の雑誌を

読む

50　10　文学書を読む　　50　10

30　　　　　　　　　　　　30

部屋の掃除を　　5030
　　　　　　｝する　　　　　　40

サイクリング　　30　10

をする　　　　　20

注）NはNecessity（必要性）の得点

　PはPossibility（可能性）の得点

　MはMean（平均）の．得点

Fig1A君の行動分析計画図

’長

計

授業に出席する

　　　M；100

倫理学のレポート
をかく　（9／7）

　　　M；100

コミュニケーショ
ン論のレポート
（9／30）M；100

卒論の資料を読む

　　　M；100

卒論の概要をかく
　　　（9／6）
　　　M；100

たばこを吸い
　　　すぎない
　　　　M；80

お酒を飲み
　　　すぎない
　　　　M；80

生活のリズムを
　　　改善する
　　　　M；70

三食しっかり
　　　　食べる
　　　　M；60

そうじをまめに
　　　　　する
　　　　M；60

A先生ゼミに
　　　出席する
　　　　M；80

広告関係の会社に
関する資料を探す

　　　　M；60

毎日，新聞を読む

　　　　M；60

ぼけっとしている
時間を少なく．する

　　　　M：80

小さいことでくよ
くよ考えこまない

　　　　M；40

短
期
計
画

会社に履歴書を
　　　　　送る
　　　M；100

Fig．2Bさんの行動分析計画図
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級である．テストの勉強をすること，レポートを全

部提出し単位をとること，そのために，単位のとれ

そうな講義に出席して，テストかレポートか確認し

その準備が必要である．A君は3項目作成した．

　第2は，転学部の準備をすることである．文学部

の英語学専攻から法学部の国際法専攻に転学部する

には，憲法，国際法，経済学などの勉強をすること

が必要である．また国際関係の仕事をするには，英

語の雑誌を読めることが必要である．A君は4項目

作成した．

　そのほかに，大学に進級でき，就職ができるよう

．になった時のために，その準備が必要である．国際

人として生きるのには，毎日の政治・経済・杜会な

どの動向を知っておく必要があり，スポーツ紙でな

く日刊新開を読むこと．英会話は急に上達しない．

毎日継続して勉強することが必要であり，ラジオ講

座を聴いたり，テープライブラリーを活用したりす

ること．また，文学書も必要と感じ読むことにして

いる．

　健康や日常生活については，早寝早起きして，朝

食をとること，健康に悪い煙草を禁止すること，部

屋の掃除をすること，などを考えて4項目作成して

いる1その他，友だちと話しあったり，先生や友人

に手紙を出したり，サイクリングをしたりすること

など4項目を作成している．

　［A君の最重点目標］

　A君は，自分の最重点目標を次の3つにきめた1

　第1目標　現在所属している主専攻の単位をと

り，大学を除籍にならないで進級すること．

　第2目標　法学専攻に転学部するためには，在学

中の成績が良好であることと，法学に対する基礎知

識があり，興味もあることが必要である．そこで，

法学について勉強すること．

　第3目標早寝早起きして，講義に出ること．

　この三大目標について，具体的な計画を立てた．

Fig．1の申の（1）テストの勉強をする，レポート

を出す1（2）憲法の勉強をする，国際法の勉強をす

る．（3）早寝早起きをするなどの項目がいずれも75

点以上であって，最童点目標となっている．

　［結果］

　このように，BAC法によって，A君のカウンセ
リングを2年の3月まで続行した．面接毎に，三大

目標の経過について話し合い，Fig．1の行動分析計

画図の各項目について話し合った．そして，完成し

た項目については，マジックペンで消していった．

　その結果，2月の学年末のナストは，主専攻の英

語学に関連する成績が良好であった．単位数は，一

学期に申請した約半分の26単位になったが，単位が

とれ進級もできた．二学期に落ちこんだときのこと

を思うと夢のようである．そして，英語・英文学に

対する興味が強くなった．反面，憲法や国際法につ

いては，必要にせま一られて勉強したが，英語学のよ

うには興味が湧かなかった．生活も規則的になり，

朝食も毎日とり，生活全体に意欲が湧いてきた．そ

して，主専攻の英語学を意欲的に学習することにし

て，法享への転学部をあきらめることにした．

［考察］

　A君の場合，夏休みのアルバイトを契機に，主専

攻の英語学への興味が喪失し，国際関係に進むため

法学部への転学部を布望した．しかし，学習意欲が

全般的に喪失し，無気力，無目標で，怠惰な生活に

陥った．いわゆるstudentapathyになった．

　しかし，BAC法により，自已の行動を詳細に分

析し，自己反省と自已洞察を深め，行動目標を立案

した．とにかく，進級そして転学部そのためには規．

則正しい生活■ということで目標を図にかき明確化し

た．そして，カウンセリングによって助言援助をし，

自己洞察を補助した．A君の自発性を十分尊重し，

自ら目標の立案，行動の実行，さらに行動の評価を

させた．評価はマジックペンで明示するので，動機

づけにもなった．

　初期の転学部の主訴は果せなかったが，自分の主

専攻に意欲的になり，学習でき，apathyからは脱

出ができた．

　事例2　作家を夢みつつstudent　apathyになった

女子学生

　国文学4年の女子学生Bさん．祖父母，両親の

一人娘として過保護に育てられてきた．両親は高校
教師，壱さんは，小中高校とも成績優秀であり，特

に文学を好み，小さいときから作家になることを志

していた．英語，国語は勿論のこと数学・理科など

も成績は良好，まじめ人間で，親や先生の指示には

忠実に従い，中高校時代はテニス部に所属し，勉強

もスポーツもともに優れた典型的な優等生であっ
た．

　大学には推薦入学で合格し，エリートコースを進

み，大学2年生までは順調な成績であった．ところ

が，3年1学期から学習意欲が低下して無気力・無

目標になってきた．

　3年生になると，就職が仲間の話題になり，Bさ

んは出版社に入社し，編集の仕事をすることを希望

していた．そのため，気のあう仲間と文芸雑誌を作っ

たり，マスコミの勉強もしていた．就職問題がや・

現実の話題になると，面接とかコネとかも仲間で問

題になってきた．ところが，Bさんは，あごにや・
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大き目の黒いあざがあることが気になってきた．今

まで，勉強もスポーツもよくできたBさんは，挫

折というものを知らなかった．しかし，就職，会杜

面接となると，多くの試験官の前で，面接をうけね

ばならない．ところカミ，女性は実力よりも，容貌と

か愛嬬がより童視されることが雑誌などにかいてあ

り，気になってきた．Bさんは勉強ができ，実力は

あるが，どちらかといえば，まじめ人間で，頑固で，

あいそもそれほどよくない．や・女性らしさに欠け，

大柄な体躯でもある．その頃，2年間交際していた

彼にも振られて陥ちこんでいた．狭い学生伸間では，

失恋問題が嫌な噂になって，不快な生活もしていた．

あれこれ悩んでいるうちに，酒を飲み，煙草を吸い，

自暴自棄になり，大学のゼミも休むようになった．

そして，昼と夜とが逆になり，友人と酒を朝まで飲

むことが多くなった．顔や服装などにもあまり気を

つかわなくなった．

　4年生になり，同級生が卒論をかきはじめたが，

Bさんはやる気が起きない．就職は，マスコミ希望

であって，雑誌記者になり，将来は作家になること

を夢みているが，そのための勉強も全くしていない．

深酒をし，タバコも多く吸うようになってきた．卒
秦も困難になってきた．

［主訴］

　4年の5月に来談，主訴は卒業ができそうにない．

やる気が出ない．毎日，怠惰な生活に耽っているか

ら，脱出したいができない．どうしたらよいかであ
る．

［Bさんの行動分析計画図］

　長時間かけて面接，そして，BAC法について説

明し，その実行の意志を確認する．そして，Fig2

のような行動分析計画図を作成した．Bさんの場合，

第1に，在籍に必要な単位をとること．そのため授

業には必ず出席すること．レポートを〆切日までに

提出すれば単位がとれるから期日までに提出するこ

とである．第2に，就職よりも卒業論文をかくこと

である．これはMが100点である．第3に生活を規

則正しくし，健康を回復することである．グループ

は，勉強，卒論，生活・健康，就職，その他になっ
た．

［Bさんの最重点目標］

　Bさんとの話し会いにより，現在の生活の中で必

要なこととして，つぎの3つの目標を立案した．

　第1目標　最低必要な単位をとること

　第2目標　卒論の準備をすること

　第3目標　生活を規則正しくすること

　なお，第1目標は，卒業するために必要な単位を

とることよりも，在籍に必要な最低の単位をとるこ

とに目標を立てた．但し，本人は，頭脳優秀で，友

人のノートを借りて勉強するだけで，最低単位はと

れそうである．しかし，4年生になってからは，ほ

とんど登学拒否しているので，このままでは在籍す

ら危うかった．そこで，必要な単位を列挙し，最低

単位をとるようにした．3年生で未提出のレポート

で，まだ，提出可能なものは，〆切日を尋ねて，レ

ポートを提出するようにした．

　なお，卒業は危いかもしれないので，計画は立て

るが，遅れてもよい，先ず生活態度の改善，健康の

保持を考えた．5月のときは，卒論を放棄し，や・

自暴自棄になり，深酒に溺れていたので，飲酒日記

を書くことにした．減酒目標を立てて，毎週それに

挑戦させて，日記の持参を求めた．禁煙日記も書く

ことにした．卒論は，具体的な計画を立て，少しス

タートが遅れてもよいから〆切日に間にあうように

した．そして，指導教官に会って，直接指導をうけ

るよう助言した．

［経過］

　一人子で，小中高校で良い子で通してきたBさん

は，大学に入学し，やっと自由になれた1両親が高

校教師であるから，家庭でのしつけは，祖父母の過

保護と交互して厳しい面もあった．2年間の寮生活，

そして下宿生活をはじめてからは，急に解放感にひ

たり，両親への反抗や反発も出てきた．そして，あ

まり白宅にも帰省しなくなった．3年生の夏休みも

ほとんど帰省しないで，下宿でゴロゴロしていた．

しかし，4年生の5月に来談し，いろいろ話し合い，

BAC法によって，自己洞察を深めてから，一つず

つ小さな目標を達成するようになった．3年生のと

きの未提出レポートも全部提出した．アルコールも

少しずつ減量した．煙草は，なかなか目標に達しな

い．卒論もときどきではあるが，指導教官のところ

に出かけて相談するようになった．

［結果］

　心配した単位もとれて，4年生で最低単位数で卒

業できることになった．3～4年の成績は，1～2年生

に比較してひどく悪い．しかし，卒論もやっと書き

終えた．そして，就職も小さな出版社であるが，職

種は希望通り達成できて無事卒業した．

［考察］

　恐らく，来談しなかったら，自暴自棄で，卒業は

おろか除籍になっていたかもしれない．最初は，
BAC法に対してもそれほど積痘的ではなかった．

た“，自分の無気力・無目標な生活からは脱出した

いというかすかな要求は見られた．その要求を逃す

まいと思い，徐々に軌道修正をし，飲酒日記も一進

一退であったが，半年後には，一晩でボトルユ本の
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むのが士になった．

　白分でも結果が評価され，自分の行動の変化を意

識して，少しずつではあったが改善がみられた．そ
して蕪事卒業できた．

　Bさんは，本来エネルギッシュな人であり，能力

的にも優れている．だから，やる気になれば，かな

り困難なことでも解決できる．BAC法は，本人の

自主性を尊重し，自ら計画を立案し，行動し，評価

したので効果があった．

　　　　　　　　　総　　括

　行動分析的カウンセリング（BAC）法という新し

いカウンセリング技法を考案した．この方法を用い

て，2人のstudent　apathyの学生に適用し，その効

果を測定した．

　事例1のA君は，主専攻の英語学に意欲を喪失・

し，国際関係の外交官，国連，ユネスコなどの仕事

につくことを夢みつ・，無気力，無関心，無感動な

退却と逃避生活をしていた．事例2のBさんは，

作家を夢みつ・，学習意欲が低下して無気力・無目

標な逃避生活をしていた．

　2人に共通することは，Wa1ters（1961）がいう

ような情緒的引きこもり，競争心の欠如，社会的活

動の停止そして空虚感などの状態がみられる．そし

て，笠原嘉（1977）のいうApathySyndromeの特

徴である無関心，無気力，無感動と生甲斐・目標・

進路の喪失や予期される敗北と屈辱からの回避，と

うつ状態などがみられる．しかし，このBAC法を

適用し，約半年間のカウンセリングによって，A君

は主専攻に意欲を燃やし，勉学をはじめた．Bさん

は，留年しないで卒論の作成，就職ともに目的を果
たした．

　本法は，つぎのような特徴があり，カウシセリン

グ効果をあげたと考える．

　（1）目標の明確化

　無目標ゴ無気力，無関心な学生は，何から手をつ

けたらよいかわからない場合が多い．そうした学生

に，カードに自由に，なんでもよいからやるべきこ

と，やらねばならないことを，思いつくままに具体

的に書く作業を求めている．カードに書くとき，い

ろいろなことを考えながら，白分の行動を反省し，

分析し，小さな目標，大きな目標を一つ一つカード

に書くのである．カードに書くことにより，行動が

意識化され，整理され，明確化してくる．そして，

今自分は何をすべ琴か，したいかの目標が明確化す

る．なお，それを必要性，可能性から点数化するこ

とにより，より明確になってくる．

　（2）自主性の尊重

93

　カウンセリング場面において，一方的な指示，命

令，強制は，効果的でないことは多くのカウンセリ

ングで強調されている．本人の自主性・自発性が十

分尊重されてこそ成果をあげる．本人に治療意欲が

なければ，カウンセリング効果も低い．本人が自主

的自発的に自己の行動を反省し，行動の変容をはか

ることが望ましい．

　BAC法は，カードに1つ1つの行動目標をか・
せるが，それは，本人が自主的自発的に書くのであ

る．カウンセラーはそれを援助したり助言したりす

るために，刺激カードを提示したり，ヒントを与え

たりしている．必要性・可能性から得点化する場合

も，本人の主観的配点であって，強制や指示・命令

ではない．本人の自主性を尊重し，得点は自由に配

点できるのである．特に，可能性は，本人の時間，

経済力，能力，健康などを考慮して配点するわけで

あって，自主性が十分尊重されている．

　（3）自己洞察

　無目標，無気力であった学生が，カードに具体的

な小目標を列挙し，それを必要性・可能性から得点

化する．得点化の過程で，いま自分にとって最も重

要なものは何か，自已洞察できる．それが最重要目

標になる．

　毎日の生活で漠然としていたものが，このように

カード化し，得点化することにより，自己洞察を深

めることを援助できる．

　　（4）個性発見

　人間は一人一人違っている．能力，興味，関心，

生育歴，専攻学問，適性も違う．それをBAC法に

おいて，自分のやるべきこと，やりたいことをカー

ドに列挙させることによって，個人の要求，興味，

関心，能力・適性なども浮きぼりにされてくる．そ

して，その人らしい行動特徴が出てくる．そこに個

性の発見が出てくる．

　　（5）フィードバックによる自立学習

　定期的に来談者がカウンセラーのところに面接に

くる．そして，その都度経過報告をし，カウンセリ

ングをうける．各カードに書かれた行動目標につい

ての評価をうけて，完成したものに対しては，賞が

与えられる．すなわちピンクのマジックで消去され

る．完成しなかったものに対しては，今後どのよう

に解決するかその方法についてのカウンセリングが

なされる．このようなフィードバックによって白立

学習が促進される．

　　（6）実行の評価による動機づけ

　カウンセリング毎に，各小目標に対して完成した

ものは評価され，賞が与えられる．完成できなかっ

たものは，そのま・である．毎回ピンクのマジック
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で消去されることにより来談者は成就欲が満足さ

れ，さらに動機づけが高まる．低年令の児童には，

桜のシールなどを張って賞を与えることができる

が，学生に対しては，カウンセラーがピンクのマジッ

クで滑去するだけで十分である．

　そして，1か月毎に，この行動分析計画図をみて，

全くできな牟ったものが，幾つかピンクで消去され

ているのをみると，完成の喜び，進歩の喜びが生起

し，動機づけが高まる．

　以上のような諸特徴があり，この方法によって，

無気力学生に意欲を与え，カウンセリング効果をあ

げることができる．このほか（松原達哉，1984）失

恋で学業適応障害になった学生やテニスに熱中して

学業怠惰になった学生に対しても適用したが，効果

をあげている．

　　　　　　　　　要　　約

目的：学習意欲を喪失したり，無気力，無目標になっ

た学生に，現在の自己の行動を細かく分析させ，自

ら目標を明確にして，意欲的行動的に生活できるよ

うに援助する方法を研究すること．

方法：個人面接により，ラポートを作る．個人カウ

ンセリングと併行して，このBAC法を行う．方法

は以下の順に行う、

　第1段階　現在やるべきことを．カードに列挙する

　第2段階　グループ別に分類する

　第3段階グループにネーミングする

　第4段階　必要性，可能性から配点する

　第5段階　得点の高い順に列挙し，行動分析計画

図を作成する

　第6段階　最重点目標を2～3項目選ぶ

　第7段階　最重点目標の行動分析日程図を作成す
る

　第8段階　1か月毎に行動を評価する

　第9段階　新行動分析計画図を作成する

　第10段階　長期的に行動を評価する

結果：事例1．主専攻に意欲を喪失したらstud㎝t

apathyに事例2．作家を夢みつつstudent　apathyに

なった女子学生　などの2事例について研究した．

　結果は，いずれの場合も成功している．本研究法

は，自已の行動分析，自己洞察，目標の明確化，自

発性の尊重，個性発見，フィードバックによる自立

学習，実行の評価による動機づけなどができ，無気

力・無目標の学生に意欲を与えることができる．
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